
                               

ＪＡ広報誌の記事を中心に毎月の
トピックスを紹介します。 
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平成２３年産小麦粗麦数量並びに製品数量 （８月２６日現在） 
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一般きたほなみ 
（反収） 

747.82 75,421
(10.09)

61,000
(8.16)

80.88 14,421 

 （前年）    （8.07）   （6.78）  （84.02）  
種子きたほなみ 

（反収） 

59.15 6250
(10.57)

5,300
(8.96)

84.80 950 
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